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小
學
校
の
擔
任
伊
藤
先
生 

 

兒
玉 

稔 
 

七
十
餘
年
の
昔
、
余
は
あ
る
都
市
近
郊
の
小
學
一
年
三
組
の
兒
童
、
ク
ラ
ス
擔
任
は
若
き

伊
藤
美
和
子
先
生
な
り
き
。
余
、
入
學
の
前
年
に
同
地
に
轉
居
、
未
だ
知
己
無
き
ま
ま
入
學

す
。
そ
の
事
情
を
知
り
給
ひ
て
か
、
伊
藤
先
生
、
余
に
對
し
陰
に
陽
に
格
別
の
思
ひ
遣
り
を

掛
け
給
ふ
。
そ
は
子
供
心
に
も
感
ぜ
ら
れ
た
り
。 

そ
の
後
十
数
年
、
余
、
大
學
生
の
時
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
都
合
に
て
靜
岡
縣
奧
地
の
山
村

に
出
向
く
こ
と
と
な
れ
り
。
事
前
に
同
所
地
理
チ
ỽ
ỿ
ク
の
折
、
何
と
な
く
馴
染
み
あ
る
地

名
を
見
出
し
ぬ
。
備
忘
住
所
錄
と
突
合
は
す
に
、
か
の
伊
藤
先
生
が
住
み
給
ふ
地
と
知
り

ぬ
。(
先
生
は
そ
の
後
、
電
力
會
社
技
師
に
嫁
ぎ
給
ひ
、
そ
の
夫
君
、
偶
〻
、
當
該
地
の
水

力
發
電
所
に
轉
勤
せ
ら
る
れ
ば
な
り
。)
懷
か
し
さ
急
に
つ
の
り
、
こ
の
機
會
に
先
生
を
訪

ね
む
と
欲
す
。
か
つ
て
の
親
切
の
御
禮
を
申
上
げ
、
無
事
に
成
人
し
た
る
姿
を
お
見
せ
せ
む

と
思
へ
ば
な
り
。 

当
時
の
軽
便
鉄
道
、
今
は
観
光SL

列
車
走
る
大
井
川
鐵
道
に
て
川
邊
を
遡
る
こ
と
二
時

間
弱
、
無
人
驛
に
着
く
。
居
合
せ
の
村
人
に
尋
ぬ
れ
ば
そ
の
社
宅
、
至
近
の
距
離
に
あ
り
。

仕
事
の
前
に
先
生
を
訪
問
の
こ
と
と
す
。
前
觸
れ
も
無
く
突
然
お
邪
魔
す
る
非
禮
を
思
ひ
、

も
し
や
ご
不
在
に
て
會
ふ
を
得
ざ
る
こ
と
あ
り
や
と
案
じ
、
首
尾
よ
く
御
目
文
字
叶
ひ
て
も

敎
へ
子
數
多
あ
る
中
、「
君
の
こ
と
記
憶
に
無
し
。」
と
仰
せ
あ
ら
ば
如
何
す
べ
き
か
、
あ
れ

こ
れ
心
配
し
つ
つ
行
く
う
ち
、
早
や
お
宅
に
着
く
。 

表
札
を
確
か
め
、
戸
口
に
て
「
御
免
下
さ
い
」
を
發
聲
す
。
す
ぐ
返
事
あ
り
て
玄
關
ガ
ラ

リ
と
開
く
。
余
の
姿
を
認
む
る
や
、
意
外
に
も
「
あ
ら
、
兒
玉
君
！
」
と
さ
し
た
る
驚
き
も

無
く
、
昨
日
に
も
會
ひ
し
が
如
き
の
ご
對
應
に
て
、
當
方
こ
そ
呆
気
に
取
ら
れ
、
道
す
が
ら

の
不
安
、
瞬
時
に
消
え
失
せ
に
け
れ
。
座
敷
に
通
さ
れ
そ
の
後
の
小
學
、
中
學
、
高
校
、
大

學
生
活
等
を
お
話
申
上
ぐ
る
う
ち
、
先
生
、
以
下
の
事
を
仰
せ
給
ふ
。 

 

『
自
分
に
は
貴
方
に
謝
罪
す
べ
き
こ
と
あ
り
。
そ
を
果
た
す
機
會
無
く
、
⾧
ら

く
氣
に
し
を
り
。 

貴
方
を
擔
任
の
年
の
秋
、
學
校
行
事
學
藝
會
あ
り
。
當
時
は
校
內
の
み
な
ら
ず

住
民
一
般
の
關
心
高
き
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
、
一
年
生
の
演
目
こ
れ
「
足
柄
山

の
金
太
郞
」
な
り
き
。
擔
任
敎
師
と
し
て
、
貴
方
に
は
主
役
た
る
金
太
郞
の
役
を

旣
に
配
し
て
あ
り
。 

そ
を
聞
き
つ
け
し
あ
る
住
民
、
異
論
を
學
校
に
寄
せ
り
。
曰
く
、
校
區
に
新
參

の
兒
童
に
主
役
を
配
分
す
る
は
問
題
あ
り
、
む
し
ろ
有
力
者
某
氏
の
子
息
を
金
太

郞
に
す
べ
し
と
。
校
內
紛
糾
す
。
自
分
は
そ
れ
理
不
盡
と
し
、
大
い
に
辯
じ
た
れ
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ど
も
經
驗
淺
き
若
き
女
性
敎
師
の
意
見
は
重
き
を
な
さ
ざ
り
き
。
頭
ご
な
し
に
て

主
役
變
更
に
決
す
る
の
こ
と
と
な
れ
り
。
貴
方
は
金
太
郎
に
替
へ
て
、
そ
の
引
立

役
た
る
猿
の
割
當
て
と
な
り
ぬ
。 

貴
方
に
「
猿
を
、」
と
告
ぐ
る
は
擔
任
た
る
自
分
の
役
割
。
そ
の
時
、
事
情
知
る

由
も
な
き
貴
方
は
「
う
ん
。」
と
の
み
言
ひ
微
笑
み
て
頷
け
り
。
そ
の
顏
、
今
も
目

に
浮
か
ぶ
。 

そ
の
晩
、
貴
方
に
申
譯
な
く
思
ひ
、
且
つ
橫
車
に
屈
せ
る
自
分
が
不
甲
斐
な

く
、
寢
床
に
て
暫
く
泣
き
に
け
り
。』 

 

か
く
の
如
き
話
、
余
が
身
に
は
思
ひ
も
よ
ら
ざ
る
こ
と
な
り
け
り
。
學
藝
會
の
役
が
何
に

て
も
あ
れ
、
余
、
今
一
顧
だ
に
せ
ず
。
た
だ
、
本
件
を
こ
の
時
に
至
り
た
る
ま
で
心
の
引
掛

り
と
し
給
ひ
た
る
先
生
の
お
心
持
を
心
底
有
難
く
存
じ
奉
る
。 

・
・
・
・
・
・ 

か
つ
て
「
敎
師
は
聖
職
」
と
世
に
言
へ
り
。
實
に
そ
の
通
り
と
な
む
思
ふ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
令
和
六
年
十
月
二
四
日
受
附
) 

 
 


